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甚
大
な
被
害
を
受
け
た
夏
井

川
お
よ
び
好
間
川
に
お
い
て
、

決
壊
箇
所
の
本
復
旧
に
加
え
、

河
道
掘
削
や
無
堤
区
間
の
築
堤

な
ど
に
よ
る
改
良
復
旧
を
行
う

た
め
、
県
は
、
三
月
に
国
か
ら

「
二
級
河
川
夏
井
川
水
系
夏
井

川
・
好
間
川
災
害
復
旧
助
成
事

業
」
の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。

決
壊
箇
所
に
つ
い
て
は
、
五
月

末
ま
で
に
堤
防
の
盛
土
工
お
よ

び
河
川
側
の
護
岸
工
が
完
成
し
、

現
在
、
宅
地
側
の
護
岸
工
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
令

和
五
年
度
ま
で
に
河
道
掘
削
、

樹
木
伐
採
な
ど
の
工
事
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
二
級
河
川

や
市
が
管
理
す
る
準
用
・
普
通

河
川
に
お
い
て
被
災
し
た
箇
所

に
つ
い
て
も
、
工
事
を
順
次
進

め
、
早
期
復
旧
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
国
道
・
県
道
・
市
道
で
は
、

土
砂
崩
れ
や
路
肩
崩
落
に
よ
る

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
被
災
し

た
区
間
で
は
、
全
面
通
行
止
め

な
ど
の
規
制
が
生
じ
ま
し
た
が
、

応
急
復
旧
な
ど
を
進
め
た
こ
と

に
よ
り
、
六
月
一
日
現
在
の
交

通
規
制
箇
所
は
県
道
十
カ
所
、

市
道
四
十
カ
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た

国
道
二
八
九
号
で
は
、
昨
年
十

月
二
十
九
日
か
ら
国
の
直
轄
権

限
代
行
に
よ
る
復
旧
工
事
が
進

め
ら
れ
、
仮
設
道
路
の
整
備
が

完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
三
月
三

十
一
日
に
全
て
の
車
両
の
通
行

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
、
本
年
度
末
の
完
了
を
目
指

し
、
道
路
に
お
け
る
擁
壁
の
設

置
な
ど
の
本
格
的
な
復
旧
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
落
橋
な
ど
に
よ
り
被

災
し
た
市
道
の
橋
に
つ
い
て
は
、

本
年
秋
ご
ろ
か
ら
工
事
に
着
手

し
、
早
期
復
旧
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

河
川
の
復
旧
状
況

道
路
の
復
旧
状
況

道路の被災件数と復旧の進捗状況（6月 1日現在） 河川の被災件数と復旧の進捗状況（6月 1日現在）

夏井川の決壊箇所（小川町関場付近）

復旧後復旧前

仮設道路の整備が完了した国道289号

落橋した大久川の禰宜内橋
ね  　ぎ

市道 市管理河川 県管理河川国・県道

被災件数
301路線
473カ所

復旧完了
123カ所
26％

復旧完了
13カ所
７％

復旧完了
１カ所
１％

工事中
233カ所
49％

工事中
38カ所
50％

工事中
38カ所
22％

工事中
64カ所
38％

工事発注
準備中
117カ所
25％ 工事発注

準備中
38カ所
50％

工事発注
準備中
104カ所
61％

工事発注
準備中
126カ所
71％

被災件数
23路線
76カ所

被災件数
63河川
177カ所

被災件数
33河川
169カ所

　
農
地
に
つ
い
て
は
、
水
田
の

土
砂
撤
去
や
の
り
面
復
旧
な
ど

の
本
復
旧
工
事
の
ほ
か
、
土
の

う
に
よ
る
仮
復
旧
工
事
を
実
施

し
、
河
川
堤
防
の
決
壊
に
よ
り

大
量
の
土
砂
が
流
入
し
た
農
地

を
除
き
、
五
月
末
現
在
で
、
被

災
し
た
農
地
の
八
十
七
パ
ー
セ

ン
ト
が
復
旧
し
ま
し
た
。

　
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
は
、

本
復
旧
工
事
を
進
め
る
と
と
も

に
、
農
業
用
水
の
確
保
を
優
先

し
、
仮
土
留
め
や
仮
取
水
な
ど

の
仮
設
工
事
を
行
い
、
大
部
分

の
農
地
で
取
水
が
可
能
と
な
る

な
ど
、
お
お
む
ね
復
旧
が
完
了

し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
来
年
の
作
付
け
な

ど
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、

今
後
も
引
き
続
き
、
計
画
的
な

復
旧
工
事
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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農
地
・
農
業
用
施
設
の

復
旧
状
況

復旧した農地

その他の復旧状況市台風第19号における災害対応検証委員会
○平浄水場
　平浄水場は浸水対策
工事が完了するまでに
一定の期間を要するた
め、大雨発生時に備え、
浄水場の外周に大型土
のう２段を応急的に設置しました。今後、恒
久的な浸水対策を行っていきます。
○消防車両および消防
　団車両・詰め所
　災害時に円滑な救助
活動を行うため、救助
工作車やはしご車など
の消防車両および消防
団車両・詰め所などを更新し、今後も市民の
皆さんの安全・安心の確保に努めていきます。

　昨年末に設置した同委員会では、発災直前
から発災後の初動対応期における市の災害対
応が十分に機能したかについて検証するとと
もに、課題などを明らかにし、その結果を今
後の防災対策に反映させるため「情報伝達の
あり方」「避難所開設・運営のあり方」「避
難行動のあり方」などについて、議論を進め
てきました。市では、５月29日に同委員会よ
り報告された中間取りまとめを踏まえ、梅雨
や台風シーズンなどの出水期に備えて迅速に
対策を講じていきます。
・エリアメールなどで被害状況や避難情報を
　伝達する場合には地域名を加えるほか、箇
　条書きに変更し、分かりやすい表現に改善
・情報弱者に対し防災ラジオの配布を拡充
・消防団詰め所の消防サイレンを有効活用　

　災害廃棄物の処理状況は、５月末現在で計26,765トンがリサイクル・焼却・埋め立てにより
処理が完了しています。災害廃棄物の臨時集積所として使用した公園など17カ所については、
10月までに復旧する予定で、仮置き場として使用している小川・四倉市民運動場については、
来年３月までに復旧する予定です。今回の災害により
本市では、今後仮置き場へ搬入する分を含めると、最
終的に推定約135,000トンの災害廃棄物が生じる見通
しであり、今後も計画的に処理を進めていきます。
　また、県では、被災した自治体のうち自らの施設だ
けでは災害廃棄物の処理が困難な自治体があることか
ら、地方自治法に基づき広域的な処理を進めるため、
昨年12月に令和元年台風第19号等に係る福島県災害廃
棄物処理実行計画を策定しました。同計画に基づき、
県から須賀川市および石川町の約7,300トンの災害廃
棄物の受け入れ要請が本市にあったことから、４月から南部清掃センターで受け入れを開始し、
来年３月までには処理を完了する予定です。

　

災害廃棄物の処理状況


